
電磁チャックの剛性を高め、経時変化を可能な限り押えて、精度の向上を図
るため、溶接構造とせず、当社独自の加工方法により、ぜいたくな本体とケース
一体のくり抜構造としました。

研削盤のテーブル駆動時のファクターを考え、チャック重量を可能な限り削減し、
軽量化しております。このため、研削盤への負担軽減にも貢献します。


